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寄 稿 グッピー集団の一過性過剰移動




































































































































｣L :左 一 着｡一作:右 - 左｡ Lebistes:グッピーoCarassius:キ ンギ ョ｡
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図5 鏡による視覚的な見かけの空間に対する一過性過剰移動
左 :左側(魚の導入例)の室の左壁に鏡｡中 :右側の室の右壁に鏡｡下 :右側の室の中央に鏡｡
各条件40個体10例の中央値｡
もし魚が物理的を空間の容積に対して過剰移動を示すものなら- が,視覚的を見かけの空
間に対してをらば --一一が均等分布の期待値と
この現象のメカニズムの解析については現在こ
こまでであるが,この行動はい ろいろ興味深い問
題を含んでいる｡ 例えば,隔壁の片側にはスリッ
トを通れないサイズのグッピーを入れ,他の側に
は通過できるサイズのグッピーを入れる場合など
は,正に生体膜の両側に存在する荷電粒子に関す
るドンナンの膜平衡と似た状況であり,さらに,
大きいサイズの魚がグッピーの捕食者である場合
などを考えるならば,実際に極めて生物学的な問
題であり,その一部については知見を得つつある｡
さらにこの過剰移動はグッピーにとってどのよう
な意味をもっているのだろうか｡これこそ行動の
研究のより難しくかつ興味ある部分であり,これ
の解明が今後の大きな課題である｡ なお,本稿は
他分野の方にも読み易くするために材料 ･装置 ･
手続 ･統計法や結果の詳細など大幅に省いたが,
詳しいことをお知りになりたい万は下記の論文を
ご参照下さい｡
M.Watanabe,1981.Excessivetransitory
migrationofguppypopulationsI.Analysisof
なる｡
sensorycuesandmechanisms.Zool.Mag.,90(1),
33-38.
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